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協
議
員
会
は
今 

２

・
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・検
討
内
容
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

協
議
員
の
担
当
分
担
確
認 

② 

第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
内
容
確
認
。
準
備
は
体
育
委
員

を
中
心
に
。 

③ 

辻
川
界
隈
展
を

「
民
俗
辻
広
場

ま
つ
り
」
に
併
せ
て
開
催
検
討
。

そ
の
た
め
の
文
化
委
員
委
嘱
と

打
ち
合
わ
せ
を
２
月
中
に
。 

④ 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
に
つ
い
て
、
案
内
マ
ッ
プ

設
置
の
推
進
と
３
月
自
治
会
活

動
発
表
会
で
辻
川
区
が
防
災
関

連
の
取
り
組
み
を
報
告
。 

⑤ 

今
年
度
秋
の
自
主
防
災
訓
練
で

要
援
護
者
と
そ
の
支
援
者
の
情

報
確
認
を
隣
保
単
位
で
実
施
。 

《 

お
知
ら
せ 

》 

辻
川
界
隈
展
を
春
に 

「
辻
川
ま
る
ご
と 

界
隈
展
」
と
銘
打 

ち
、
鈴
の
森
神
社 

か
ら
旧
道
を
巡
る 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

を
、
４
月
２
５
日 

の
民
俗
辻
広
場
ま 

つ
り
に
併
せ
て
実 

施
す
る
こ
と
に
な 

っ
た
。
区
内
８
箇 

所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ 

イ
ン
ト
に
は
昔
懐 

か
し
い
写
真
が
展 

示
さ
れ
、
鈴
の
森 

神
社
境
内
で
は
古 

宮
の
火
打
石
で
火 

起
こ
し
体
験
も
。 

ス
タ
ン
プ
が
そ
ろ 

っ
た
人
に
は

「豪 

華
景
品
」
進
呈
！ 

奮
っ
て
ご
参
加
を
。 

《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月
２
５
日(

土)  

民
俗 

辻 

  

広
場
ま
つ
り
（福
崎
町
主
催
）
協
賛

辻
川
界
隈
展 

４
月
２
９
日(

祝) 

第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

５
月
１
７
日(

日) 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
４
日(

土) 
 
 

隣
保
長

・
各
種
団
体
役
員
会
議

祭
礼
行
事
報
告   

◇
１
月
１
～
３
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
１
１
日(

日)  
 
 

冬
え
び
す 

        

◇
１
月
１
４
日(

水) 

と
ん
ど 

鈴
の
森
神
社
で
は
学
校
が
終
わ

っ
て
と
ん
で
き
た
、
書
き
初
め
を
持

っ
た
小
学
生
の
姿
が
目
に
つ
い
た
。

お
神
酒
と
お
も
ち
と
子
供
た
ち
と

…
あ
っ
た
か
な
と
ん
ど
に
な
っ
た
。 

以
上
十
四
隣
保 

 

以
下
十
五
隣
保 

◇
２
月
３
日(

火)

節
分 

年
越
祭 

  

十
五
隣
保
最
初
の
祭
儀
。
鈴
の
森

神
社
に
は
約
二
十
名
の
参
拝
が
あ

っ
た
（高
藤
稲
荷
は
も
う
少
し
多
い

か
な
）
。
火
の
警
戒
と
始
末
は
消
防

団
の
担
当
。
こ
の
伝
統
が
地
域
を
つ

く
る
。
歳
灯
と
お
神
酒
と
ミ
カ
ン
、

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
！
？ 

◇
２
月
１
１
日(

祝) 
初
午
祭 

 

三
十
数
名
の
お
参
り
が
あ
っ
た
。

参
拝
者
に
は
赤
飯
の
お
む
す
び
と

ミ
カ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
ど
も
相

撲
に
は
９
組
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

事
業
報
告 

◆
１
月
１
１
日

（
日
） 

鈴
の
森
神
社
合
格
祈
願
祭 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
町
の
提
案
を

受
け
て
辻
川
区
主
催
で
実
施

（
町
行

政
は
宗
教
的
行
事
に
は
関
わ
れ
な
い
た

め
）
。
当
日
は
辻
川
か
ら
六
名
、
区

外
か
ら
五
名
の
受
験
生
が
参
加
し
、

本
殿
で
ご
祈
祷
と
絵
馬
奉
納
の
後
、

「学
問
成
就
の
道
」
を
巡
り
志
望
校

合
格
を
祈

っ
た
。
辻
川
で
は
従
来

（
１
４
年
前
）
か
ら
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

３
年
生
の
合
格
祈
願
を

「
冬
え
び

す
」
に
併
せ
て
行
っ
て
い
た
が
、
今

回
か
ら
町
観
光
協
会
が
広
く

一
般

公
募
し
（広
報
ふ
く
さ
き
１
２
月
号

参
照
）、
日
程
は

「冬
え
び
す
」
に

併
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

昨
年
の 

第
１
回
は 

町
教
委
の 

松
岡
家
五 

兄
弟
石
像 

除
幕
式
等
に
併
せ
て
実
施
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
降
雪
の
た
め
合
格
祈

願
祭
の
み
を
２
月
８
日
に
行
っ
た
。

今
回
は

「学
問
成
就
の
道
」
に
昨
年

末
か
ら
の
ぼ
り
が
立
っ
た
。
こ
れ
は

「河
童
」
の
見
物
客
や
初
詣
の
皆
さ

ん
に
も
こ
の
道
を
巡

っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
区
や
町
の
計
ら
い
で

あ
る
。
さ
て
、
そ
の
効
果
は
？ 

そ
し
て
御
利
益
の
程
は
？ 

    

◆
１
月
１
８
日

（
日
） 

平
成
２
７
年
度
辻
川
区
総
会 

 

八
七
名
出
席
。
第
１
～
４
号
議
案

承
認
。
区
長

・
協
議
員

（投
票
率
４

１
％
）
を
選
出

（裏
面
参
照
）
。
会

計
監
査
役
よ
り
事
業
経
費
決
裁
に

関
し
て
区
長
決
裁
制
度
化
の
要
望

あ
り
。 

そ
の
他
の
報
告
と
し
て
、
自
治
会

法
人
化
に
向
け
て
の
規
約
改
正
に

関
し
て
、
「葬
具
会
計
」
を

「
財
政

積
立
」
へ
組
み
入
れ
る
提
案
が
な
さ

れ
た
が
時
期
尚
早
と
の
意
見
を
受

け
来
年
度
総
会
で
議
事
と
し
て
取

り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

今
年
予
定
し
て
い
る
屋
台

一
部
改

修
（泥
台
破
損
取
替
え
や
電
飾
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
等
）
に
関
し
て
は
文
化
庁
の

助
成
金
を
申
請
中
と
の
こ
と
。 

◆
１
月
２
４
日

（土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事

・
事
業
確
認 

④ 

十
五
隣
保
か
ら
平
成
２
７
年 

度
祭
礼
行
事
日
程
に
つ
い
て 

〔
要
望
〕

一
隣
保
か
ら
養
老
院
東
の
ス

ピ
ー
カ
ー
再
点
検
を 

→ 

点
検
完
了 

◆
３
月
１
日

（
日
）
消
火
栓
訓
練 

雨
天
の
た
め
中
止
に
。
な
お
、
秋

に
予
定
し
て
い
る
自
主
防
災
訓
練

で
は
事
前
に
各
隣
保
に
、
隣
保
内
の

要
援
護
者
情
報
の
収
集
を
お
願
い

す
る
予
定
。
そ
の
上
で
平
成
２
８
年

度
に
は
、
２
２
年
の
辻
川
区
防
災
計

画
策
定
か
ら
始
ま
る
こ
の
６
年
間

の
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し
て
辻

川
区
を
挙
げ
た
総
合
自
主
防
災
訓

練
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

◆
３
月
７
日

（土
） 

自
治
会
活
動
発
表
会 

 

町
の
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
制
度
対
象
事
業
報
告
会
（於

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
）
で
、
辻
川
区
が
こ

の
２
年
間
の
防
災
関
係
の
取
り
組

み
を
報
告
。
他
地
区
よ
り

一
歩
進
ん

だ
取
り
組
み
に
高
い
評
価
を
得
た
。 
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域
の
協
力
体
制
づ
く
り 

 
 

 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

こ
の
度
、
辻
川
区
で
は
文
化
委
員
会
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

辻
川
区
が
自
治
会
を
運
営
す
る
中
で
、
文
化
的
な

行
事

・
事
業
に
つ
い
て
、
区
民
か
ら
広
く
、
率
直
で

積
極
的
な
意
見
、
提
言
を
求
め
る
必
要
性
が
近
年
増

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
区
民
の
中
か
ら
経
験
の

豊
富
な
方
７
名
に
委
員
を
委
嘱
し
た
わ
け
で
す
。 

福
崎
町
で
は
周
知
の
よ
う
に
、
辻
川
界
隈
を
町
の

観
光
拠
点
と
し
て
、
民
俗
学
の
父
柳
田
國
男

・
三
木

家

・
も
ち
む
ぎ
な
ど
に
焦
点
を
当
て
た
整
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
街
並
み
の
整
備
、
学
問
成
就
の
道
な

ど
辻
川
山
周
辺
の
整
備
、
池
か
ら
河
童
、
山
か
ら
天

狗
…
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
住
民
不
在
で
は
観

光
も
文
化
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら

に
町
の
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
取
り
組
み
や
辻

川
区
の
自
治
会
と
し
て
の
独
自
性
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

文
化
委
員
会
の
発
足
を
機
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

力
を
結
集
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
体
制
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

4/29 第２回辻川区グランドゴルフ大会 

★ 8 時 30 分開会（雨天中止） 

★ 会場；辻川山のグランド 

★ 個人戦（一般の部・ジュニアの部） 

★ 参加賞・全ホールにホールインワン賞 

年末 12/27 のぼり準備 

辻川山山頂の望郷の丘(工事中) 

非常階段塗装 

ﾍﾞﾝﾁ塗装 

[消防 OB 会] 

駐禁標示 

とんど 

合格祈願祭 

3/8 河童の顔出しパネル 

14 隣保奉納の立て札 

飛び入り 

参加可 



  

区 
長 
釜
坂 

道
弘 

副
区
長 
鈴
木 

健
文

（総
務
） 

会 

計 

前
田 
亮
平 

協
議
員 

 

（ 

）
は
主
な
担
当 

 
  

井
上 

良
宣

（文
化
） 

川
端 

一
郎

（体
育
） 

植
田 

弘
造

（環
境
） 

 
 

田
﨑 

正
和

（広
報
） 

 
  

山
下 

美
紀

（環
境
） 

 
 

鈴
木 

智
久

（文
化
） 

 
 

鈴
木 

和
満

（土
木
） 

内
藤 

 

至 

（体
育
） 

 

隣 

保 

長

〔◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

  [

世
帯
数] 

 
 

１ 

小
谷
喜
多
男 

[
11

] 

 
 

２ 

川
端 

裕
介 

[
13

] 

◎ 

３ 

松
岡 

 

弘  
[
3
5
] 

１
４ 

大
浦 

克
之 

 [
9
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

４ 

福
永 

裕

一  [
6
] 

◎ 

５ 

上
延 

英

一 [
14

] 

 
 

６ 

鈴
木 

昌
吾 

 [
9
] 

７ 

東 

香
壽
美 

 
[
9
] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

藤
本 

武
尊 

[
7
5] 

１
１ 

北
池 

陽
子 

 [
6
] 

１
２ 

藤
沢 

春
雄 

 [
8
] 

◎
１
３ 

後
藤 

嘉
雄 

[
23

]
 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

８ 

松
岡 

秀
隆  

[
9] 

◎ 

９ 

北
野 

雄
三 

[3
6
] 

１
５ 

松
田 

耕
二 

[
1
1] 

２
０ 

三
輪 

 

司  
[
1
4
] 

２
１ 

本
池 

達
也 

[1
6
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

井
上 

良
宣 

[
1
1] 

１
７ 

後
藤 

靖
彦 

[
1
2] 

１
８ 

西
田 

和
子 

[
1
0]

 

◎
１
９ 

森
下 

洋
三 [

1
0] 

  

団
体
役
員

〔代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

塩
見 

 

正 
 (

第
１ｸ

ﾗ
ﾌ゙

) 

徳
沢 

秀
樹 (

第
２ｸ

ﾗ
ﾌ゙

) 

上
延 

泰
子 

(

第
３ｸ

ﾗ
ﾌ゙

) 

女 

性 

部 

古
井 

智
世 

商
工
部
会 

植
田 

弘
造 

農
業
部
会 

上
延 

英

一 

消 

防 

団 

浅
井 

信
人 

青 

年 

団 

田
中 

翔
真 

小
学PT

A
 

大
杉 

昭
徳 

中
学PT

A
 

猶
原  

良
人 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 
員     

鈴
木
ま
き
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

釜
坂
真
理
子 

福 

祉 

委 

員     
岡
本
徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡
初
子 

補 

導 

委 

員     

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

松
岡
博
子 

    
   

   
  

    

内
藤
政
義 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

川
端

一
郎 

体
育
普
及
員   

 

駒
田 

仁 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑
正
和 

                 

 

災
害
に
備
え
る 

８ 
 

地
震
対
策 

② 

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
２
０
年

が
経
ち
ま
し
た
。
６
４
０
０
人
余
り

の
犠
牲
者
の
う
ち
約
半
数
が
６
５

才
以
上
で
し
た
。
直
接
死
５
５
０
０

人
弱
の
う
ち
約
７
３
％
が
窒
息
・
圧

死
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
木
造
家
屋
が

倒
壊
し
下
敷
き
に
な

っ
た
人
が
大

半
で
、
特
に
１
階
で
就
寝
中
に
圧
死

し
た
人
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
窒

息
・
圧
死
の
う
ち
約
１
０
％
は
室
内

家
具
の
転
倒
に
よ
る
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
の
転
倒

・
落

下
は

「
震
度
５
強
」
以
上
で
発
生
し

ま
す
。
２
０
０
９
年
発
表
の
県
の
被

害
想
定
で
は
山
崎
断
層
系
の
最
大

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
８
．
０
、
建
物

倒
壊
に
よ
る
死
者
を
約
３
７
０
０

人
と
し
て
い
ま
す
。
福
崎
町
の
最
大

震
度
は
６
弱
と
し
、
固
定
し
て
い
な

い
家
具
の
大
半
が
移
動
し
、
倒
れ
る 

                 
 

 

も
の
も
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
壁
の
タ
イ
ル
や
窓
ガ
ラ
ス
が

破
損
・落
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
号
の
地
震
対
策
で
は
、
被
害
を
小

さ
く
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
今
す

ぐ
で
き
る
こ
と
と
、
地
震
時
や
避
難

時
の
注
意
点
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

家
具
の
転
倒
か
ら
命
を
守
る 

 

①
家
具
を
減
ら
す
。
②
家
具
を
固

定
す
る
。
③
家
具
の
配
置
を
変
え
る
。 

以
上
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。 

①
は
、
ま
ず
身
の
周
り
の
整
理
か
ら
。

不
要
な
家
具
を
処
分
す
る
。 

②
は
、
左
の
図
と
説
明
を
参
考
に
、

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
テ
ー
ブ

ル
の
脚
裏
や
テ
レ
ビ
・パ
ソ
コ
ン
に

は
耐
震
粘
着
マ
ッ
ト
を
貼
る
。 

③
は
、
倒
れ
て
も
下
敷
き
に
な
ら
な

い
方
向
・位
置
へ
配
置
を
変
え
た
り
、

タ
ン
ス
の
上
に
危
険
な
も
の
を
載

せ
な
い
よ
う
に
。
空
か
ら
見
下
ろ
し

た
と
き
に
、
建
物
の
形
が
長
方
形
の

場
合
は
短
辺
方
向
に
揺
れ
る
こ
と

が
多
い
。
家
具
を
固
定
す
る
前
に
、 

                  

倒
れ
に
く
い
方
向
に
家
具
を
移
動

し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
。 

身
近
に
あ
れ
ば
便
利
な
も
の 

 

懐
中
電
灯
と
ス
リ
ッ
パ

（割
れ
た

ガ
ラ
ス
が
散
乱
）
は
常
に
身
近
に
置

き
た
い
。
さ
ら
に
出
来
る
こ
と
な
ら

食
糧
等
を
備
蓄
し
た
い
。
大
地
震
が

発
生
し
た
と
き
に
は
支
援
物
資
が

行
き
渡
る
ま
で
に
１
週
間
く
ら
い

か
か
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
す
べ
て

寸
断
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
、 

食
糧
…
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
か
、

簡
単
な
調
理
で
食
べ
ら
れ
る
も
の

（賞
味
期
限
に
注
意
。
定
期
的
な
入

れ
替
え
を
）
。
水
…
飲
料
水
は
１
人

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
が
目
安
。
生
活
用

水
は
ポ
リ
タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
で
保
存
。
風
呂
の
水
を
残
し

て
お
く
の
も
便
利
。
生
活
用
品
…
眼

鏡
や
常
備
薬
な
ど
生
活
に
不
可
欠

な
も
の
に
加
え
、
紙
お
む
つ
や
粉
ミ

ル
ク
な
ど
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て

準
備
。
軍
手
や
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
も
役
立
つ
。 

                  

地
震
発
生 

①
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
。
丈
夫

な
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
へ
隠
れ
、
脚

を
持
つ
。
座
布
団
や
枕
で
頭
を
守
る
。

②
火
の
始
末 

③
出
口
の
確
保 

家
か
ら
出
る
時
の
注
意
点 

①
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

②
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
。

③
必
ず
靴
を
履
い
て
、
座
布
団
な
ど

で
頭
を
保
護
し
な
が
ら
出
る
。
子
供

を

一
人
で
は
出
さ
な
い
。
③
荷
物
は

肩
に
担
ぐ
か
リ
ュ
ッ
ク
に
（
両
手
を

あ
け
る
）。
④
避
難
は
歩
い
て
。 

参
考

・
引
用
文
献 

・
「姫
路
の
防
災
」
姫
路
市 

１
９
９
８ 

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「災
害
か
ら
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
る
４
つ
の
実
践
」

兵
庫
県

・
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進

県
民
会
議 

２
０
１
４ 

編
集
後
記 

 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「防
災
情
報
」

に
は
非
常
時
持
出
品
や
避
難
時
の
注
意

点
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「あ
の
時
、
こ
う
し
て
お
け
ば
…
」 

後
悔
先
に
立
た
ず
。
声
を
掛
け
合
っ

て
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
次
号
で

は
お
得
な
耐
震
改
修
を
特
集
し
ま
す
。

防
災
特
集
の
ラ
ス
ト
で
す
。
〔
田
﨑
〕 

 

６隣保担当 

上の図と説明は、姫路市発行の「姫路の防災」

1998 から引用しました。 
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[

総
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数 

三
四
七
軒] 


